
発展 第１章 平面上の曲線 １・２次曲線

４ ２次曲線と直線の共有点（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（１／６）

２次曲線（放物線）の接線

◇《２次曲線(放物線)の接線》 学力化 · ／ ，

★知識の整理★

【１】放物線の接線

放物線上の点 における接線の方程式

…

【２】放物線の接線 の証明

点 を通る直線を …①

とする。

①より，

…①’

①’を に代入して，

…②

②の２次方程式の判別式をＤとし，Ｄ＝０として重解をχ１とすると，

…③

③をｍについて解くと，

…④ Ïｍは接線の傾き

④を①に代入して，

Ï点 を通る直線の方程式

…⑤

⑤に を代入して，

χ１，ｙ１£ ¤

ｙ２＝４ｐχ ｙ１ｙ＝２ｐ χ＋χ１£ ¤

χ２＝４ｐｙ χ１χ＝２ｐ ｙ＋ｙ１£ ¤

ｙ１ｙ＝２ｐ χ＋χ１£ ¤

χ１，ｙ１£ ¤ ｙ－ｙ１＝ｍ χ－χ１£ ¤

ｙ＝ｍχ－ｍχ１＋ｙ１

ｙ＝ｍχ－ ｍχ１－ｙ１£ ¤

ｙ２＝４ｐχ

ｍχ－ ｍχ１－ｙ１£ ¤« ¬２＝４ｐχ

ｍ２χ２－２ ｍχ１－ｙ１£ ¤ｍχ＋ ｍχ１－ｙ１£ ¤２－４ｐχ＝０

ｍ２χ２－２ ｍ２χ１－ｍｙ１＋２ｐ£ ¤χ＋ ｍχ１－ｙ１£ ¤ ２＝０

χ１＝
ｍ２χ１－ｍｙ１＋２ｐ

ｍ２

ｍ２χ１＝ｍ２χ１－ｍｙ１＋２ｐ

ｍ２χ１＝ｍ２χ１－ｍｙ１＋２ｐ

ｍｙ１＝２ｐ

ｍ＝
２ｐ
ｙ１

ｙ－ｙ１＝
２ｐ
ｙ１

χ－χ１£ ¤

ｙｙ１－ｙ１
２＝２ｐ χ－χ１£ ¤

ｙ１
２＝４ｐχ１

ｙｙ１－４ｐχ１＝２ｐ χ－χ１£ ¤

ｙｙ１＝２ｐχ－２ｐχ１＋４ｐχ１

ｙｙ１＝２ｐχ＋２ｐχ１

ｙｙ１＝２ｐ χ＋χ１£ ¤

χ１，ｙ１£ ¤

Ｐ χ１，ｙ１£ ¤

Ï重解のとき，χ＝ （ のとき）

（ であるから。）

－ｂ
ａ

Ｄ
４

Ｄ
４
＝ｂ´２－ａｃ＝０

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



発展 第１章 平面上の曲線 １・２次曲線

４ ２次曲線と直線の共有点（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（２／６）

◇《２次曲線（放物線）の接線》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

次の接線の方程式を求めよ。

点(－２，１)から放物線 ｙ２＝４χ に引いた接線

【考え方】まず，接点の座標を(χ１，ｙ１)とおき，接線の方程式をχ１，ｙ１で表す。

「接線は点(－２，１)を通る」

「点(χ１，ｙ１)は放物線 ｙ２＝４χ 上の点」

であることを利用して，χ１，ｙ１ の連立方程式を導く。

［答 案］

０ (定義)

接点の座標を(χ１，ｙ１)とおくと，接線の方程式は，

より， Ïｙ
２

＝４χ ¤ ｙ
２

＝４・１・χより，ｐ＝１

…① Ï接点の座標を(χ１，ｙ１)とおいたときの接線の方程式

１ (接点の座標を求める)

・①が点(－２，１)を通るから， より，

…②

・また，点(χ１，ｙ１)は放物線 ｙ２＝４χ 上の点より，

ｙ１
２＝４χ１ …③

②と③を連立して解く。

②を③に代入してｙ１を消去し，χ１の２次方程式を作ると，

(２χ１－４)２＝４χ１

４χ１
２－１６χ１＋１６－４χ１＝０

χ１
２－５χ１＋４＝０

(χ１－１)(χ１－４)＝０より，χ１＝１，４

②より，χ１＝１のとき，ｙ１＝２×１－４＝－２

χ１＝４のとき，ｙ１＝２×４－４＝４

よって，(χ１，ｙ１)＝(１，－２)，(４，４) …④ Ï２つの接点の座標

２ (接線の方程式を求める)

④のそれぞれの値を①に代入して，接線の方程式を求めると，

－２ｙ＝２(χ＋１)より，χ＋ｙ＋１＝０

４ｙ＝２(χ＋４)より， χ－２ｙ＋４＝０

ｙ１ｙ＝２ χ＋χ１£ ¤

ｙ１・１＝２ －２＋χ１£ ¤

ｙ１＝２χ１－４

ｙ１ｙ＝２・１・ χ＋χ１£ ¤

ｙ ２＝４χ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




